
県内の高齢者 地域貢献に力 

 

9 月 15 日の老人の日から 2 日まで、法で「老人週間」と定められている。高齢者福祉へ

の関心と理解を深め、高齢者に対し自らの生活向上に努める意欲を促すことが目的とされ

る。 

三重県の高齢者は自分の時間をどのように使っているのか。総務省「令和 3 年社会生活

基本調査」をみると、地域や他人のために過ごす人が全国比で多いことがわかる。 

県内の 65 歳以上を対象に、睡眠・食事や仕事・家事・買い物などを除いた自由時間にお

ける行動について人口あたりの行動者数の割合をみると、「学習・自己啓発・訓練」が全国

35 位、「趣味・娯楽」と「旅行・行楽」がそれぞれ 29 位なのに対し、「ボランティア活動」

は 15 位と上位に迫る。中でも、道路や公園等の清掃、花植え、まちおこしなど「まちづく

りのための活動」は全国平均を 3.1 ポイント上回り 13 位。防災・防犯・交通安全運動など

「安全な生活のための活動」は 11 位、高齢者の日常生活の手助けやレクリエーションなど

の「高齢者を対象とした活動」は 12 位となった。 

地域や他者への貢献という“役割”がある形での社会参加は、高齢者自身の生きがいにも

つながっているだろう。一方、高齢者自身がその能力を発揮して地域を支える担い手となっ

てくれていることに、現役世代として敬意を表したい。 

（地域調査部 主任研究員 谷ノ上 千賀子） 
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